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ステークホルダーヒアリングで得られた取組への期待
現在，停電時の対策は特に講じていないそうだ。そのため，

停電が⾧引いた場合に，暖房を使用する電力であったり，
オール電化の家庭に電力を供給することができるようになる
と伺った。これにより，地震等の一次災害の後に起きる停電
などの二次災害の被害を減らすことができると考える。
また，本システムに搭載する機能としては，スマートフォ

ンの充電という要望を受けた。

目標とする取組成果
この取り組みを通じての目標は，スマートフォンの充電や

街灯の点灯が可能な小水力発電システムの完成である。水車
や回路の製作を行い，実際に農業用水路での動作を検証した。
この結果，システムが問題なく動作することを確認した。非
常用電源としてはもちろん，定常時の電源としても活用でき
ることが期待される。

取組内容 取組成果・効果

実証内容
農業用水路を活用した小水力発電システムを構築する。また，

このシステムでモバイルバッテリーを充電し，スマートフォン
の充電を可能とする蓄電システムを構築する。
小水力発電システムの構築にあたっては，自転車用車輪に搭

載されているハブダイナモを用いる。
蓄電システムの構築にあたっては，モバイルバッテリーを充

電するため，5Vの定電圧を出力する回路を製作する。
以上のシステムが動作するかを検証する。
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台風や地震などの1次災害の後に生じる2次災害による被害を抑制するためには，速やかなライフラインの復旧，維持
が必要であると考えている。予備電源を確保できれば，停電が⾧引いたとしてもライフラインは維持され，2次災害の防
止に繋がる。
本企画では，農業用水路に設置できるような小水力発電設備を構築し，スマートフォンの充電や街灯の点灯ができるよ

うな非常用電源を開発する。これを利用すれば，災害時に緊急連絡ができるようになったり，緊急自動車の誘導等に活用
し，2次災害の防止に寄与できる。また，災害時だけでなく定常時にも電源として使うことができ，フェーズフリーな電
源を実現できる。

企画概要
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